
今冬の阿寒の　タンチョウ

況はどうだったでしょうか？　

11 月は比較的暖かく、12 月に入り少しずつ冷え込みは厳しくなってきましたが、雪が降らないため、周

飛来するタンチョウを追い払うため、なかなか多くのタンチョウが定着しませんでした。大地が雪に覆

なりました。1～ 2月は一転して気温が下がり、最低気温が氷点下 20度を下回る日が何日もありました。

ました。また、下流域では、寒さのため川が全面的に凍ってしまいましたが、それでも 10 羽程度のタン

チョウが越冬していたようです。また、阿寒川から６キロほど東のところを流れる仁々志別川でも 40 羽

程度のタンチョウが越冬したようです。阿寒町内で越冬するタンチョウの数は、昨年と変わらない状況

でした。

への分散を目的としていますが、現実には周辺に広がっただけで、新たな越冬地への分散までにはいっ

につながるような取り組みも必要になってくるでしょう。また、

付けていかなければなりません。釧路市は愛護会に委託して、

ねぐらの監視をお願いしていますが、越冬状況の把握のためにも

大事な仕事となります。
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タンチョウの鳴き交わし

「カッカッ」と重ねて鳴く、つがいの間で行われる鳴き交わしですが、他にも警戒する声やつがい相手を

呼ぶ声、幼鳥がエサをねだる声など、様々な鳴き方があります。鳥は主に視覚と聴覚を利用して外部を

認識する生き物です。タンチョウはダンスなどの行動や鳴き声によってコミュニケーションを取ります。

では、この声はどうやって出るのでしょう。

　前回のおさらいになりますが、口を開けると舌があり、舌の付け根に気管の入り口、その後ろに食道

が開いています。気管は直径約 1.5 ㎝のリング状の軟骨（なんこつ）がたくさんつながったもので、弾

力があって柔軟です。この細い洗濯ホースみたいな気管が食道と並んで首を走っているわけです。気管

は胸腔（きょうくう）内に入ると食道と別れ、最終的に二本の気管支（きかんし）に分かれて左右の肺

に到着します。ただしツル類の気管は、肺に着く前に前に一度胸骨（きょうこつ）の竜骨突起（りゅう

こつとっき）の中に入ります。胸骨とは聞きなれないかも

しれませんが、判りやすく言えば焼き鳥のヤゲンです。

ツル類の気管はこの出っ張った部分に一度入ってからまた

出てきて、その後で気管支が分かれます。この二股に分か

れる部分に、鳴管（めいかん）と呼ばれる構造があります。

細かい造りは鳥の種によって違いますが、鳴管は幾つかの

軟骨がくっついた鼓室（こしつ）という共鳴装置、それと

何枚かの薄い膜からなり、この薄い膜が振動することで音が出ています。また鳴管には数対の鳴管筋と

いう筋肉があり、膜の緊張を調節しています。なので鳴管筋が発達している鳥ほど、複雑なさえずりが

できると言われます。

ツル類は単純な声しか出せませんが、首が長いので気管も長く、さらに気管が胸骨竜骨突起の中で複雑

にループしているので、金管楽器のように音が増幅されて大きい声がでます。ただしこのループは成長

して胸骨が大きくなり、気管が伸びるにつれて発達するので、幼鳥のうちは成鳥のような大きな声は出

せず、ピイピイという細い声しか出せません。いつ頃声変わりするのかはちょっとはっきりしませんが、

1歳を超えるころには幼鳥のような声ではなくなります。タンチョウは行動圏が広く、霧の深い湿原内

で過ごしてきたため、大きな声でお互いやり取りをする必要があったのでしょう。
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ツルの一声


